
平成３１年度（２０１９年度）　佐賀県立鹿島実業高等学校（【新設】鹿島高等学校大手門学舎を含む）　学校評価計画

１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

学校
運営

〇教職員の資質向上教科の指導力向上

・学期に1回以上互見授業を実施し、授業の改善を図る。
・指導力向上のための研修会等へ1回以上参加する。

・授業研究会及び授業参観の意見や感想等を通して、授業の改善に必要な内容
を知り、自らの授業に役立てる。
・研修会等の情報や優れた指導方法の共有を図る。

〇ＩＣＴ利活用教育 ＩＣＴの利活用により授業の工夫・改善

・学習用パソコンを「利用する」または「やや利用する」生徒の割合を８
０％以上にする
・学習用パソコンを用いて、プレゼンテーションを「できる」または「やや
できる」生徒の割合を80％以上にする。

・学習用パソコンを利用しやすい環境を整える。
・学習用パソコンを利用する機会を確保する。
・学習用パソコンを利用する方法を周知する。

●学力向上 基礎学力の定着・促進

・各教科で分野ごとの到達度を設定し、年度末の授業評価アンケート結
果において、授業が「よくわかる」「わかる」と回答した生徒の割合を７
５％以上にする。

・授業の内容や到達度、課題の提出について各教科で情報交換をおこない、教科
間の意識の共有化を図る。
・ＩＣＴ機器を利活用してわかりやすい授業を実践する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

・1年、2年の会計分野の全商検定試験に関して、合格率
７０％以上を目指す。
・１～3年（一部履修）の情報分野の検定試験に関して、合格率７０％以
上を目指す。

・毎週の教科会議において、各担当者の指導方法や教科書以外に有効的な教材
について研究し、指導の改善に努める。
・指導方法はもちろんであるが、新たな知識や解法などを教職員が学習すること
で、授業の効率を上げる。

・食品調理科の生徒が受験している家庭科食物調理技術検定の合格
率１００％を目指す。
・技術考査の合格率１００％を目指す。

・実技試験に向けての指導方法や検定筆記試験対策、教材についての研究を十
分に行い、検定合格という目標に向けての教職員の意識の共有化を図る。
・教科会議を通して、実技指導の評価基準をそろえ、指導効率を上げる。

〇進路指導 勤労観・職業観の育成と進路意識の向上

・希望進路実現を１００％にする。
・各学年の適切な時期に、適切な進路講話や進路啓発ガイダンス（企
業説明会を含む）を１回以上実施する。
・キャリア教育生徒意識調査結果で①「働くことの意義」や②「将来の自
分の進路（職業）」について考えることが「できた」、「ある程度できた」を
９５%以上にする。

・「総合的な学習の時間」「総合的な探究の時間」を活用し、自分の将来やキャリ
ア構築についてしっかりと考えさせる。
・学ぶ習慣の定着を図り、能動的な学習を促す。・1･2年生は各学期初めに進路
希望調査を行うとともに進路講話を実施する。
・1年生は3学期に進路啓発研修を行い、自分の進路と適性について考えさせる。
2年生は9月のインターンシップに向けて1学期から準備する。また、職業適性検査
を行い自分の適性について深く考えさせる。3年生は具体的な進路実現に向けた
さまざまな進路ガイダンスを1学期中に集中して実施する。
･「旭の時間」で学び直しの時間を確保し、基礎学力の定着と自ら学ぶことへの習
慣化を図る。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

●志を高める教育
夢や高い志を持ち、可能性に挑戦する力
の育成

・自らの夢や目標の実現に向けて努力する気持ちがあると答える生徒
を９０％以上にする。
・１年生においては、「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」に参
加する。

・全ての教科や学校行事等を通して、夢や目標について自ら考えさせる時間や場
面を設ける。
・１年生においては、「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」を実施し、地域
の教育資源や人材等を活用した講演会を実施する。

●心の教育 教育相談体制の充実

・月2回のＳＣ来校を計画し、生徒や保護者への利用を促し有効に活用
する。
・心理テスト（hyper‐QU）を年2回実施し、職員研修を行う。
・自分を大切にし、他人を思いやる豊かな心をもつ生徒の育成を目指
す。

・SCからの助言をもとに担当教諭との共通理解の場を設け、生徒理解に努める。
・職員研修を実施し、心理テストの結果を有効活用する。
・各講話及び日常生活全般をとおし、自分を大切にし他人を大切にする心の育成
に努める。

●いじめの問題へ
の対応

いじめ事案の未然防止及び早期解決、再
発防止

・いじめは、絶対に許されない行為であるという意識を１００％の生徒が
持つようにする。
・ＳＮＳの適切な使用等、１００％の生徒にＳＮＳ利用時のモラルの向上
を図る。

・いじめに関するアンケートを毎月１回以上行い、状況把握に努める。

・ＳＮＳの利用に関するモラルの講演会等を年１回以上行う。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

教育
活動

●魅力と活力ある高
校づくり

地域と連携して高校の魅力を高める取組の推
進

・本年度は地域を知ることに重点を置き、1年生全学科全クラスの生徒
が鹿島の経済をはじめ、諸問題等を身近なことと考えることが出来る環
境を作る。

・校内、校外の人間で構成される協議会を立ち上げ、外部指導者等の選定を行
い、年間通して5回程度の講演会を実施する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

学
校
運
営

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

時間外勤務時間の縮減

・時間外勤務時間の月平均を前年同月比において１０％縮減する。
・月曜日と水曜日を定時退勤推進日に設定する。

・共有フォルダを利用し、様式、業務データの共有化を行い、効率的な業務遂行
に努める。
・会議資料は前もって配付し、報告及び連絡事項は日報に掲載して周知し、会議
の時間縮減と効率化に努める。
・定時退勤推進日については、朝礼等で職員へ周知し、確実な実施を行う。
・部活動においては、週当たり原則２日以上（平日１日、土日１日）の休養日の実
施を徹底する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

授業の円滑な実施

・教育課程の適切な実施に向け、授業日数や授業実施時数等が不適
切とならないように留意する。

・時間割、考査問題、学校評価が適切に行われているかを学期ごとに確認し、把
握する。
・時間割変更等は教員の学舎間の移動を考慮して、負担にならないよう配慮し、
授業時数の確保と授業の質の向上に努める。
・学舎や学科を横断した授業研究会、研修等の機会を学期に１度は設け、学校と
しての一体感を醸成する。

学校行事の円滑な実施運営

・学舎ごとの行事も含めて、行事の業務内容の理解を深め、学舎間で
連携して効率的に業務を遂行する。

・合同行事だけでなくそれぞれの学舎単独行事も会議等で情報を共有し、緊密に
連絡を取って、お互いに協力できる体制をつくる。
・合同運営委員会、合同職員会議を月１回以上実施する。

部活動の円滑な実施運営
・３校の行事を考慮し、働き方改革を踏まえ、部活動に係る活動方針に
のっとり、休養日の設定等を行う。

・３校いずれかの学校で検定試験や教科指導等が行われる土・日を休養日に設
定するなど、３校の行事に配慮して活動する。

校務分掌等の円滑な実施運営
・校務分掌間での連絡調整を綿密に行う。 ・週に1回程度は分掌主任、担当係同士で連絡を取り合い、情報の提供と共通理

解を図る。

校舎間移動の円滑な実施運営
・学舎間の移動時間を２０分確保し、移動の際の交通安全に十分注意
する。

・時間割の配慮を含め、移動の際は複数の職員を配置し、交通安全指導を実施
する。また、時間に余裕を持たせた計画を立てる。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策

〇安全教育 防災教育の推進

・防災に関する意識の向上を図る。
・専門家等と連携した防災教育の充実を図る。

・被災地視察研修を実施し、学校祭時や地元小学校等で視察研修報告を行う。
・専門家を招聘し、防災に関する講演会と地震津波、風水害を中心とした避難訓
練を実施する。

●健康・体つくり
望ましい食習慣と基本的生活習慣の確立
の育成

・朝食の喫食率を90％以上にする。
・生徒会役員・クラス保健委員を中心に、「健康」に興味を持ち、自主的
な活動ができる生徒が増えるよう体制を整える。

・保健だより等で、朝食の大切さを周知する。
・生徒会役員・クラス保健委員の興味関心が高い「食」について掲示物を作成し、
生徒へ周知する。
・生活アンケートを実施する。

●は共通評価項目のうち必須項目、○は独自評価項目

教
育
活
動

〇資格取得

２　本年度の重点目標

　心身ともに逞しく生きる力をもち、豊かな人間性と高い専門性・知性を
兼ね備えた、広く社会に貢献する人材を育成する。

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業の工夫・改善
②資格取得による専門性の深化と希望進路の実現
③豊かな人間性や高い志を育む教育の推進
④高校魅力づくりの推進
⑤教職員の働き方改革の推進
⑥校舎制による円滑な学校運営

３　目標・評価

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業の工夫・改善

②資格取得による専門性の深化と希望進路の実現

教
育
活
動

資格取得による専門性の深化

教
育
活
動

教
育
活
動

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目（あれば記入）

③豊かな人間性や高い志を育む教育の推進

●校舎制による円
滑な学校運営の実
施

学
校
運
営

④高校魅力づくりの推進

⑤教職員の働き方改革の推進

⑥校舎制による円滑な学校運営

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む


